
第13回 老化に伴うこころの変化と日常生活　要介護による高齢者の心理

第14回 老化に伴うからだの変化と日常生活への影響①

第15回 老化に伴うからだの変化と日常生活への影響②

第10回 老化に伴うこころの変化と日常生活　老化が及ぼす心理的影響

第11回 老化に伴うこころの変化と日常生活　老化が及ぼす心理的影響

第12回 老化に伴うこころの変化と日常生活　高齢者の心の問題と精神障害

第7回 老年期の発達と成熟　老年期の発達課題と留意点

第8回 老年期の発達と課題　　サクセスエイジング

第9回 老年期の発達と課題　　サクセスエイジング

第4回 高齢者の食に関する思いを聞き、発達課題を考えることができる

第5回 高齢期の発達と成熟　　老年とは　老年期の定義

第6回 老年期の発達と成熟　老年期の発達課題と留意点

第1回 人間の成長と発達　　人間の発達とは

第2回 人間の成長と発達　　人間の発達段階と発達課題

第3回 高齢者の食に関する思いを聞き、発達課題を考えることができる。

教科書・参考書 受講生へのメッセージ

「発達と老化の理解」新介護福祉士養成
テキスト　中央法規

高齢者のこころとからだについてよく理解することが介護の質の向上につながりま
す。
学習した内容は他の教科とも連動します。難しい言葉もありますがしっかり理解して
いきますしょう
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準備学修 課題等への対応

夏季休暇中に課題として取り組んだことを、後期聞き書き集にまとめます。実習の現場で
高齢者の特徴がつかめるよう、学習したことは配布プリントやノートをきちんとまとめて
いくこと。復習予習には１時間かけてください。

課題は１週間後に提出してもらいます。提出
してもらったら、１週間後には返却します。

授業計画

５． 成績評価の方法と割合

授業方法

必要に応じて配布プリントやパワーポイントを使った講義方式の授業とさらに疑似喪失体
験を行います。毎回確認テストをします、その際理解していなかった部分は次回提出して
もらいます。

定期試験（60％）
臨時試験（10％）
提出物（20％）
発表内容（10％）

◎ ○

３．

４．

科目の到達目標

１． 人間の成長と発達を理解し、老年期の発達と課題が理解できる

２． 老化に伴う心と体の変化が日常生活に与える影響を言える。

免許・資格
要件

介護福祉士必修

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

発達の観点からの老化に関する心理や身体機能の特徴に関する基礎的知識を学ぶ
１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力
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